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JAIRO Cloudとは？

国立情報学研究所による
機関リポジトリ環境提供サービス

国内の機関リポジトリの構築をサポート



JAIRO Cloudへ参加することのメリットとは？

参加機関は、登録コンテンツの管理に専念できます。

参加機関は、370以上あり、コミュニティサイトもあります。

国立情報学研究所は、サーバー管理などを行います。



JAIRO Cloudを使うと実現できること
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JAIRO Cloudでは、
リポジトリのシステムとして、

WEKOを利用します

[WEKOロゴの意味]
スワヒリ語でリポジトリを意味するWEKOの中にポトンと
コンテンツを登録すると利用者の輪が広がりました。

JAIRO Cloud環境のうち、
リポジトリ機能をWEKOが担っています。



WEKOとは？
NetCommons 2上で動作する
リポジトリモジュールです。

国立情報学研究所が開発と更新を
行っています。



WEKOの特徴
高機能

簡単

安心

自分らしく

リポジトリの運用に必要な機能は全てそろっています。

全ての機能がブラウザから操作できます。

国立情報学研究所が開発しています。

NetCommos2を利用しているため、豊富なデザインや
モジュールを利用して機関の好みのサイトが構築できます。

WEKO

WEKO

WEKO

NetCommons2



JAIRO Cloud構築機関の例

https://shoin.repo.nii.ac.jp/



JAIRO Cloudのシステム構成
NetCommons2

WEKOはモジュールの
ひとつで、
リポジトリ専用
モジュールです。

NetCommonsでは
サイト全体のデザイン
を管理できます。

モジュールはサイトを
構成するパーツです。

WEKO モジュール

モジュールを追加す
ることで機能強化
が可能



JAIRO Cloudのコンテンツ閲覧・検索機能

言語選択

キーワード検索

ディレクトリ検索

利用者側の機能 1



インデックス検索結果を、
「一覧形式」で表示した例

一覧を選択

利用者側の機能 2



インデックス検索結果を、
「目次形式」で表示した例

目次を選択

サムネイル画像

利用者側の機能 3



アイテムの個別登録機能

フローに従って、データ入力
作業を進められます

管理者側の機能 1



管理者機能の提供
管理者側の機能 2

リポジトリを管理・カスタマイズ
するコントロールパネルを提供



アイテムの一括登録機能
SWORD Client for WEKOを利用
（Windowsアプリケーション）

管理者側の機能 3

1. メタデータファイルを選択
2. データに合わせフィルターを選択

3. 登録先インデックスを選択

4. Depositボタンで一括登録実行



レイアウト設定(NetCommons2の機能)

選択したレイアウトに合わせて、
ページの画面レイアウトを変更可能

管理者側の機能 4
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レイアウトの変更では、
各カラムの表示 / 非表示の
設定を行えます。



モジュール追加(NetCommons2の機能)

管理者側の機能 5

Before（イメージ）追加したモジュール After（イメージ）

新しくモジュールを追加



新規構築機関のJAIRO Cloud利用の流れ
参加機関 国立情報学研究所

学内協議・参加申請 申請受理

環境構築・
メーリングリスト登録
参加館マップ登録

画面デザイン
データ登録

登録データ
用意

公開決定・公開日連絡 アクセス制限解除

公開・広報 コミュニティサイト登録
データ提供申請・CiNii連携の案内

ユーザーアカウント登録

申請後



既構築機関のJAIRO Cloud利用の流れ
参加機関 国立情報学研究所

学内協議・参加申請 申請受理

環境構築・ML登録

画面デザイン

現行システムからの
データ移行

データ移行完了報告
アクセス制限解除

公開 コミュニティサイト登録
IRDB連携

ユーザーアカウント登録

移行受付相談 相談対応

（ハンドルシステム切り替え）

移行用ツール
インストール

外部データ提供先に変更通知

（学内システム
連携テスト）

デ
ー
タ
移
行



JAIRO Cloudへの移行の仕組み



データコンバーター及び
フィルタ提供システム
機関リポジトリシステム 実証実験機関

DSpace (ver 1.4, 1.5, 1.6) 筑波大学、信州大学、核融合科学研究所

NALIS-R 山形大学

E-Repository 千葉大学

XooNIps 旭川医科大学

上記システム外でも指定のフォーマットでデータを用意し、
設定（フィルタ）を独自で行えば、データ移行が可能です。



国立情報学研究所では、既に機関リ
ポジトリを構築している機関からの
システム移行受入を推進しています

https://community.repo.nii.ac.jp/service/migration/
[移行相談のページ]

平成25～26年度
平成26年5月
平成26年11月

数機関とデータ移行実証実験実施
筑波大学がJAIRO Cloud参加
移行相談受付開始



移行状況

移行機関の区分 移行機関数

国立大学 15
公立大学 4
私立大学 21
短期大学 3
その他 7
合計 50

※ 2016年4月30日現在（移行中の機関も含む）



移行に関してよくある質問
CNRIハンドルをそのまま使えますか？
可能です。ただし、CNRIとの契約は自機関で行っていただく必要があります。

Q.
A.

Q.

A.

Q.
A.

repo.nii.ac.jpではなく、自機関ドメインを使えますか？

可能です。ただし、サーバー証明書は自機関でご用意ください。

学内システムと連携できますか？
WEKOの外部インターフェイス(OpenSearch, OAI-PMH, SWORD)を使っての連
携が可能です。

Q.
A.

改修して欲しい機能があるのですが？
JAIRO Cloudでは、参加機関からの改修要望を受け付けています。



JAIRO Cloudを使うとDOI登録が便利

JAIRO Cloudでは、DOI登録に便利な機能を備えています。

DOI採番をシステムで行います（番号管理は不要です）。

DOIの一括登録が可能です。

DOIの登録条件を満たすかどうか、システムがチェック
します。

機関リポジトリでは、紀要文献などに国際的な識別子である
DOI（Digital Object Identifier）を登録できます。



DOI登録のメリット

世界で流通する識別子が付与されます。

永続的なURLが与えられ、アクセシビリティが向上
します。

引用、検索、リンク等に利用できます。

統計や文献同定等、コンテンツ単位での管理が容易
になります。



DOI登録の流れ



DOI登録における国立情報学研究所の役割

機関リポジトリのDOI登録は「国立情報学研究所が取り纏めるJaLC準会員」
（以下）をご参照ください。
http://www.nii.ac.jp/irp/archive/system/jalc

※

国立情報学研究所は、JaLCの正会員として準会員の取り
纏めを行うとともに、機関リポジトリの コンテンツへの
DOI登録環境を整備しています。

JAIRO Cloud参加機関、または既に機関リポジトリを構築
している機関は、学術機関リポジトリデータベース
（IRDB）へデータ提供を行うことで、JaLC準会員として、
DOIの登録が可能になります。

JAIRO Cloudの申請とJaLC準会員申請が同時にできます。



ユーザーからの要望受付
JAIRO Cloud改修アンケートを実施し、ユー
ザーからの要望を機能として実現しています。

今年度も実施予定



国内機関との協調

機関リポジトリ推進委員会

JaLC（ジャパンリンクセンター）

共用ロボットリスト JAIRO Crawler-Listの提供
機関リポジトリのログ比較
junii2の改定

研究データへのDOI付与

https://bitbucket.org/niijp/jairo-crawler-list



今年度の開発予定

著者名典拠管理機能

DOI Suffixの自由記述化

ユーザーからの改修要望実現



今後について

WEKO3
junii3
研究データ対応
JAIRO Cloud for Data



利用申請書、マニュアルなどは、
コミュニティサイトで

https://community.repo.nii.ac.jp/



機関リポジトリ新任担当者研修

これから、機関リポジトリを担当される方は、
機関リポジトリ新任担当者研修の受講もご検討
ください。
国立情報学研究所の教育研修事業のウェブサイトからお申込できます。
http://www.nii.ac.jp/hrd/ja/jc/index.html



JAIRO Cloudのお試し環境
Windows上やテストサイトでお試しできます。

■WindowsでWEKO
http://weko.at.nii.ac.jp/?page_id=15

■テストサイト
https://test.repo.nii.ac.jp/



おわりに

学術機関リポジトリ構築連携支援事業
http://www.nii.ac.jp/irp/

JAIRO Cloudコミュニティサイト
https://community.repo.nii.ac.jp/

国立情報学研究所学術基盤推進部学術コンテンツ課
研究成果整備チーム機関リポジトリ担当
ir@nii.ac.jp
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